
 

 

議案第１８号 

 

   愛西市介護保険条例の一部改正について 

 

 愛西市介護保険条例（平成１７年愛西市条例第１１３号）の一部を改正す

る条例を別紙のように定めるものとする。 

 

  平成２７年２月２６日提出 

 

愛西市長 日 永 貴 章 

 

  

提案理由 

 

 この案を提出するのは、介護保険法施行令の一部改正及び介護保険料の額

の改定等に伴い、改正する必要があるからである。 
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愛西市条例第１８号 

 

   愛西市介護保険条例の一部を改正する条例 

 

 愛西市介護保険条例（平成１７年愛西市条例第１１３号）の一部を次のよ

うに改正する。 

 第４条中「平成２４年度から平成２６年度まで」を「平成２７年度から平

成２９年度まで」に改め、同条第１号中「２６，１００円」を「２８，８００円」    

に改め、同条第２号中「２６，１００円」を「３４，５００円」に改め、同

条第３号中「３３，９００円」を「３７，４００円」に改め、同条第４号中

「５２，２００円」を「４８，９００円」に改め、同条第９号中       

「９６，５００円」を「１０６，５００円」に改め、同号を同条第１１号と

し、同条第８号中「９１，３００円」を「１００，８００円」に改め、同号

を同条第１０号とし、同条第７号中「７８，３００円」を「８６，４００円」

に改め、同号ア中「５００万円」を「２９０万円」に改め、同号イ中「又は

次号イ」を「、次号イ又は第１０号イ」に改め、同号を同条第８号とし、同

号の次に次の１号を加える。 

 （９） 次のいずれかに該当する者 ９２，１００円 

   ア 合計所得金額が２９０万円以上５００万円未満である者であり、

かつ、前各号のいずれにも該当しないもの 

   イ 要保護者であって、その者が課される保険料額についてこの号の

区分による額を適用されたならば保護を必要としない状態となるも

の（令第３９条第１項第１号イ（（１）に係る部分を除く。）又は次

号イに該当する者を除く。） 

 第４条第６号中「６５，２００円」を「７４，８００円」に改め、同号ア

中「１２５万円」を「１２０万円」に改め、同号イ中「又は第８号イ」を「、

第９号イ又は第１０号イ」に改め、同号を同条第７号とし、同条第５号中  

「６２，６００円」を「６９，１００円」に改め、同号ア中「１２５万円」

を「１２０万円」に改め、同号イ中「第７号イ又は第８号イ」を「第８号イ、
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第９号イ又は第１０号イ」に改め、同号を同条第６号とし、同条第４号の次

に次の１号を加える。 

（５） 令第３９条第１項第５号に掲げる者 ５７，６００円 

 第４条に次の１項を加える。 

２ 所得の少ない第１号被保険者についての保険料の減額賦課に係る前項第

１号に該当する者の平成２７年度から平成２９年度までの各年度におけ

る保険料率は、同号の規定にかかわらず、２６，０００円とする。 

第６条第３項中「若しくはハ」を「若しくはニ」に、「若しくは第４号ロ又

は第４条第５号イ、第６号イ、第７号イ若しくは第８号イ」を「、第４号ロ、

第５号ロ又は第４条第６号イ、第７号イ、第８号イ、第９号イ若しくは第  

１０号イ」に、「第４号まで又は第４条第５号から第８号」を「第５号まで

又は第４条第６号から第１０号」に改める。 

附則を次のように改める。 

附則第１項を附則第１条とし、附則第２項から附則第 7 項までを削り、附

則に次の７条を加える。 

（経過措置） 

第２条 この条例の施行の日（以下「施行日」という。）の前日までに、合

併前の佐屋町介護保険条例（平成１２年佐屋町条例第５号）、立田村介護

保険条例（平成１２年立田村条例第１１号）、八開村介護保険条例（平成

１２年八開村条例第２３号）又は佐織町介護保険条例（平成１２年佐織町

条例第１２号）（以下これらを「合併前の条例」という。）の規定により

なされた処分、手続その他の行為は、それぞれこの条例の相当規定により

なされたものとみなす。 

第３条 施行日以後に課すべき平成１６年度以前の年度分の保険料に係る

保険料額の算定については、なお合併前の条例の例による。 

第４条 施行日以後に本市に転入した者に対して課する保険料については、

それぞれ、その転入した合併前の佐屋町、立田村、八開村又は佐織町（以

下「合併前の町村」という。）の区域に係る規定を適用する。 
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第５条 施行日以後に、賦課期日（賦課期日後に第１号被保険者の資格を取

得した者については、当該第１号被保険者の資格を取得した日。以下同

じ。）において住所を有していた合併前の町村の区域を異にして転居をし

た者に係る保険料の額は、賦課期日において住所を有していた合併前の町

村の区域に係る規定を適用する。 

第６条 施行日から平成１８年３月３１日までの間にあっては、施行日前に

介護保険施設（法第７条第１９項に規定する介護保険施設をいう。以下同

じ。）に入所したことにより合併前の町村の区域を異にして転居をした者

及び施行日以後に介護保険施設に入所することにより合併前の町村の区

域を異にして転居をした者に係る保険料については、法第１３条の規定に

よる住所地特例を適用し、それぞれ、介護保険施設に入所する前において

住所を有していた合併前の町村の区域に係る規定を適用する。他の市町村

の介護保険施設に、施行日前に入所した、又は施行日以後に入所すること

により、同条の規定による住所地特例の適用を受けることとなる者に係る

保険料についても、同様とする。 

第７条 施行日の前日までにした行為に対する罰則の適用については、なお

合併前の条例の例による。 

（改正法附則第１４条に規定する介護予防・日常生活支援総合事業等に関

する経過措置） 

第８条 法第１１５条の４５第１項に規定する介護予防・日常生活支援総合

事業については、介護予防及び生活支援の体制整備の必要性等に鑑み、そ

の円滑な実施を図るため、平成２７年４月１日から市長が定める日までの

間は行わず、当該市長が定める日の翌日から行うものとする。 

２ 法第１１５条の４５第２項第４号に掲げる事業については、その円滑な

実施を図るため、平成２７年４月１日から市長が定める日までの間は行わ

ず、当該市長が定める日の翌日から行うものとする。 

３ 法第１１５条の４５第２項第５号に掲げる事業については、その事業の

実施に必要な準備のため、平成２７年４月１日から市長が定める日までの

間は行わず、当該市長が定める日の翌日から行うものとする。 
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４ 法第１１５条の４５第２項第６号に掲げる事業については、その円滑な

実施を図るため、平成２７年４月１日から市長が定める日までの間は行わ

ず、当該市長が定める日の翌日から行うものとする。 

   附 則 

 （施行期日） 

第１条 この条例は、平成２７年４月１日から施行する。ただし、改正後の

愛西市介護保険条例（以下「新条例」という。）第４条第２項の規定は、

規則で定める日から施行する。 

 （経過措置） 

第２条 新条例第４条第１項の規定は、平成２７年度分の保険料から適用し、

平成２６年度以前の年度分の保険料については、なお従前の例による。 

 

 


